
Ⅱ 報告 

神戸ウォーターフロントグランドデザイン（案） 

１．策定の背景と目的 

ウォーターフロントエリアでは、アリーナの開業等、大きな節目を迎えて新たなステージに入

ることから、これまでの計画（“「港都 神戸」グランドデザイン”、神戸ウォーターフロントビ

ジョン）を再編・更新した新たな方針を策定する。本グランドデザインは、神戸空港の国際化など、

本市をとりまく社会情勢が大きく変化する中で、今後、概ね 10～15 年間（2040 年頃）で取り組む

べき施策の方針を示すものである。 

２．神戸ウォーターフロントグランドデザイン（案）の内容 

本グランドデザインでは、「海と山を感じ、みなとまちの歴史と未来をつなぐ、新たな価値創造」

を全体のコンセプトとして、それを実現するための戦略や事業内容、将来イメージを定めその方

向性に沿って取り組みを進めていく。 

（１） 全体コンセプト 

-22-



 
 

（２） エリアコンセプト 

ウォーターフロントを３つのエリアに分けて、それぞれの特性にあわせたエリアコンセプ

トと導入を図る機能を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） まちづくりの戦略 

コンセプトを実現するために「移動・回遊」、「緑とオープンスペース」、「夜景・ナイトタイ

ムエコノミー」、「民間投資によるまちづくり」の４つの戦略を定める。 
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（４） 各エリアの取り組み内容 

今後、概ね 10～15 年間に取り組むべき方向性を示す。 

 

 ① 中突堤周辺 

  ・開放的でウォーカブルな空間整備 

  ・中突堤中央ビル再整備 

  ・かもめりあ周辺再整備 
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② 京橋 

   ・船溜まりの埋⽴ 
   ・賑わい施設の誘致、緑地整備 
   ・旧居留地との連携・回遊性向上 
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③ 新港突堤西

・マリーナ誘致
・次期再開発（宿泊・商業施設の誘致）
・海のエントランス機能の強化
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（５） ウォーターフロントの将来イメージ（2040 年頃）

３．スケジュール 

2025 年３月頃 神戸ウォーターフロントグランドデザイン策定 
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